
を設置しましょう！

住宅用
火災警報器

火災の
早期発見

逃げ遅れ
を防ぐ

命と財産を
守る

住宅用火災警報器は、
すべての住宅で設置が義務付けられています。

もしもの火災、
「早く気づければ
助かった命」
があります

横浜市消防局
マスコットキャラクター
ハマくん



なぜ、住宅用火災警報器が必要なの？

火災は、いつ、どこで起こるか分かりません。
就寝中や家事中など、気づくのが遅れると逃げ遅れてしまいます。

住宅火災による死者の

約６割が
逃げ遅れです！

火災の早期発見・早期避難のために、必ず設置しましょう

どこに設置するの？

寝室・台所・階段 ※２階以上に寝室がある場合

…設置場所

逃げ遅れ

その他



定期的な点検と10年を目安に交換を！

いざという時にきちんと作動するよう、日頃の点検と交換が大切です。

作動確認の方法
本体のボタンを押す、またはひもを引っ張って確認します。

音が鳴らない時は、電池切れや故障の可能性があります。
取扱説明書をご確認ください。

半年に一回を目安に実施しましょう！

ボタンを押すタイプ 紐を引くタイプ

正常な場合、警報音が鳴ります。

機器や電池の寿命は約10年

電子部品の劣化や
電池切れにより、
火災を感知しない
おそれがあります。

最新の製品の方が
感度も高く安心！
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